
DNAメチル化

ヒストンアセチル化

ヒストンメチル化

ヒストンADPリボシル化

ヒストンリン酸化

ヒストンスモシル化

ヒストンユビキチン化

その他

様々な化合物
薬物
食品添加物
環境汚染物質

外来微生物
ウイルス
----等

アミノ酸代謝
⇒ ＳＡＭ

補酵素
砒素
ニッケル----

シグナル伝達系

ＤＮＡ メチル転移酵素
（脱メチル化酵素）
メチルシトシン結合タンパク
ヒストン修飾酵素

HDACs, Suv39, G9a--

発生、生殖、
老化
病気
公衆衛生
再生医療
食品安全
環境汚染

ホルモン
成長因子
細胞外マトリクス

栄養物質
温度、酸素濃度

----等
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エピジェネティクスは発生の基本メカニズムで、
その異常は適切な細胞・組織・器官の形成を妨
げとなる。

クローン発生の成功率が低い理由として、エピ
ジェネティクス異常が考えられる。クローン技術
は、胚・胎児・母体にとって危険を伴う。

通常交配による動物でもエピジェネティクス異
常が検出される。

加齢に伴いエピジェネティクス状況は変化する。
クローンでのエピジェネティクス異常は、加齢と
ともに検出できなくなる。

まとめ
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